
道徳科の授業の質的向上を目指した道徳教育推進教師の取組
－指導体制の整備と教員のニーズに応じた提案を通して－

【勤務校の実態】
・道徳科に関する校内研修を推進する「道徳教育プロ
ジェクト部会」を設置している。
・学年の教員全員参加型のローテーション道徳を実施し
ている。
・道徳科の授業において、教科書の活用や指導方法、
評価について不安や困り感を感じている教師が多い。
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【手立て１】 指導体制の整備

【手立て２】 教員のニーズに応じた提案

道徳教育推進教師として、道徳科の指導体制の整備と教員のニーズに応じた提案を通して、
道徳科の授業の質的向上を図ることが必要だと考えました。

【成果】
○指導体制の整備をしたことで、道徳科に関する情報の伝達や共有を
機能的に行うことができた。また、学年ごとに実態に応じたローテ
ーションの方法を選択できるようにしたことで、ローテーション道
徳のよさを生かした指導を行うことができた。
○実践提案を行ったことで、教師が自らの道徳科の指導方法について
教員同士で関わり合うことのきっかけを作ることができた。

【課題】
○行事と関連した道徳科の授業をより計画的に実施す
ることができるように年間指導計画を整備し、ロー
テーションに組み込んでいきたい。
○道徳科の授業について教員同士が話し合ったりお互
いの授業を見合ったりする機会を多く設定していき
たい。

① 道徳教育プロジェクト部会と
学年部会のつながりを強化

② ローテーション道徳の見直しと改善

学年ごとに生徒の学習状況
や成長の様子を交流する。

自我関与、多面的・多角的に考える
ための発問について取り上げた。

[提案①]
道徳教育推進教師による授業公開

[提案②]
道徳だよりの発行

[提案③]
道徳科に関する校内研修の実施

校内研修で、
各学年のローテーションの
実施状況を共有する。

校内における道
徳科の授業や、
小学校教科別研
究発表校の実践
から、ニーズに
関わる手立てに
ついて紹介する。

ニーズに応じた授業提案
テーマ発問を取り入れ、話合い活動を中
心に据える。

既存の学校組織をうまく活用し、
機能的に情報の伝達や共有ができないか？

ローテーション道徳のよさを生かした指導
を行いたい！

教員のニーズを把握して、先生方が必要と
している情報を提案していきたい！

《ローテーションＡ》 《ローテーションＢ》

２種類のローテーションを提案するとともに、
それぞれのローテーションの特性を紹介する。

道徳教育プロジェクト部会で検討した内容
を各学年の道徳担当が学年部会にて伝達
する。再度、道徳教育プロジェクト部会に持
ち帰り、共有・検討する。 学年ごとに選択できるようする。

ニーズが多い「発問」について研修

通知表での適切な評価に
つなげられるようにする。

指導案と合わせて、授業説明プリントを配布

授業者の工夫や
アイディアも紹介

【教科・領域】特別の教科 道徳


